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１ 目的 

  令和４年３月に閉校した山口県立光丘高等学校（以下「光丘高校」とい

う。）の跡地について、本市の地域教育力のより一層の強化を図るとともに、

小中一貫教育や部活動の地域移行など、時代の大きな変化に的確に対応する

ため、「やまぐち型地域連携教育」の更なる充実に取り組む山口県との緊密

な連携の下で、当跡地に浅江中学校を移転し、安全・安心な教育環境を本市

の人づくりの拠点として利活用するなど、将来を見据えた取組を進めていき

ます。 

 

 ※やまぐち型地域連携教育とは 

  コミュニティ・スクール（ＣＳ）が核となり、地域協育ネットの仕組みを

生かして各中学校区単位で地域のネットワークを形成し、社会総がかりで子

どもたちの学びや育ちを支える取組です。 

  子どもたちの自己肯定感の高まり、郷土愛や地域貢献・社会貢献の意識の

高まりなどにつながっています。 

 

２ 光丘高校跡地の活用に向けた方針 

（１）跡地の有効活用のための視点 

 ア ＣＳを核とした「地域教育力日本一」の更なる推進 

  ・ 多様な機能を有する施設を生かしつつ、地域や社会、様々な関係機関

等との交流の中で「社会に開かれた教育課程」の更なる充実を図り、子

どもたちの学びをより豊かなものにします。 
 

  ・ 地域住民の学びや活動の場として学校を開放し、子どもたちや大人が

世代を超えてつながり、共に学び、交流する場を生み出すことにより、

人が集い、生き生きと活動する、地域の人づくりの拠点としての機能を

創出します。 
 

  ・ 安全で快適な魅力ある教育環境の創造に向けて、地域住民や保護者等

が、子どもたちの見守りや学校の環境整備に関わるなど、学校・家庭・

地域が連携・協働したチームとしての学校づくりを一層推進します。 

 

 イ 小中一貫教育の更なる推進 

   小・中学校が近接することや校舎が広いメリットを生かし、校舎内に小

学生を対象とした学びのスペースを確保するなど、小中一貫教育における

取組の一層の充実を図ります。 
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 ウ 部活動の地域移行に対応する新たな活動拠点の構築 

   複数のスポーツ活動を可能にする広大なグラウンドや多彩な文化活動を

可能にする豊かな特別教室を活用するなど、部活動の地域移行に対応する

活動拠点の１つとして整備します。 

 

 エ 安全・安心な教育環境の整備 

   敷地全体が土砂災害や洪水等のハザードに該当していないメリットを生

かし、災害等に強い安全・安心な教育環境として整備し、地域における防

災拠点の１つとして活用を検討します。 

 

 オ 高い機能を生み出すためのゾーニングの設定 

   ア～エのそれぞれの実現を図るため、設計段階において適切なゾーニン

グを設定します。 

 

（２）関連計画等との関係（浅江中学校に関する部分の抜粋） 

 ア 光市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定） 

   令和７年に、浅江中学校の長寿命化改修の実施を検討する時期を迎えま

す。 

 

 イ 施設一体型小中一貫ひかり学園の新設に係る方針（令和４年３月策定） 

   おおむねの整備スケジュールで第３期に位置付けているあさなえ学園

（浅江中学校区）は、中学校の長寿命化改修の実施を前提として、浅江小

学校の改築が必要となる令和２２年を目途に、施設一体型小中一貫あさな

え学園の整備を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜上記を踏まえた考え方＞ 

■現浅江中学校の長寿命化改修は行わず、旧光丘高校施設の改修を実施

し、浅江中学校を移転します。 

■方針における「施設一体型小中一貫あさなえ学園の整備」の第３期の位

置付けは維持します。 

■改修を実施する施設の目標使用年数は２０年程度とし、浅江小学校が築

７０年を経過する令和２２年を目途に、施設一体型小中一貫あさなえ学

園の整備を目指します。 
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（３）施設整備の規模・方法等 

 ア 校舎・体育館・武道場等について、施設の老朽化等の状況を確認しなが

ら屋上防水や外壁改修、内装改修、トイレ改修、照明ＬＥＤ化等を実施す

ることとし、現時点では１０億円の概算工事費用を見込んでいます。 

 

 イ 工期短縮を図るため、設計・施工一括発注方式を採用することとし、事

業者（共同企業体）は公募型プロポーザルにより選定する予定です。 

 

 ウ 財源は、可能な限り令和６年度が発行期限である合併特例債を活用する

予定です。 

 

３ スケジュール 

  浅江中学校の移転に係るスケジュールについては、現時点で具体的な時期

等を示すことは困難ですが、当面、令和７年度中の移転を目標とします。 

 

４ 資料（既存施設の概要） 

 浅江中学校 光丘高校 

建築年度 面積 建築年度 面積 

土地 － ２９，５５２㎡ － ７２，５６２㎡ 

校舎 
Ｓ６０ 

Ｓ６１ 
５，９２７㎡ 

Ｓ５７ 

Ｓ６０ 
１０，０１４㎡ 

体育館 Ｓ６２ １，４１８㎡ Ｓ５９ １，３４５㎡ 

武道場 Ｓ６３ ４５２㎡ Ｓ５８ ３８６㎡ 

建物合計  ７，７９７㎡  １１，７４５㎡ 

  出典：浅江中学校 公立学校施設台帳 

     光丘高校  学校要覧 
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